
●直飲みする場合は、やけどの恐れがあるため熱いものは絶対に入れ
ないで下さい。熱いものを入れた場合は、必ずコップをご使用下さい。
●ショルダーベルトをもって振り回したり、強くひっぱたり、ふざけたり、
乱暴に扱わないで下さい。落としてケガしたり、首に巻付いて窒息な
どの危険があります。
●本体を傾けた状態で、中栓のスイッチを絶対に操作しないで下さ
い。飲み物があふれ出てやけど等の恐れがあります。
●中栓はパッキンが正しく装着されているかを確認し確実に閉めて下
さい。閉め方が不十分だったりパッキンが正常に付いていないと、漏
れたりやけど等の原因になります。
●運転しながらのご使用は危険ですのでおやめ下さい。
●落としたり、ぶつけたり、強い衝撃を与えないで下さい。表面がへこ
み保冷・保温性能が低下することがあります。また、コップの取手や
底部が破損する場合があります。

●ストーブやコンロ等火のそばに置いたり近づけたりしないで下さ
い。変形したり、変色の原因になります。
●食器洗い機（または食器洗い機用の洗剤）や食器乾燥機、電子レン
ジ、オーブン等の使用は絶対にしないで下さい。損傷・破損・変形・錆
などの原因になります。
●本体、中栓、コップ等は、煮沸や高温乾燥しないで下さい。変形し漏
れる等の原因になります。
●次のものは絶対に入れないで下さい。
  ・ドライアイスや炭酸飲料等
　（内圧が上がり内容物が噴き出す恐れがあり危険です。）
  ・牛乳・乳飲料・果汁等。（腐敗や変質の恐れがあります。）
  ・みそ汁・スープ等塩分を含んだもの。
　（錆びる恐れがあります。）
  ・果肉、お茶の葉等
　（詰まったり漏れたりする原因となります。）
●分解や改造はしないで下さい、故障や事故等の原因となります。
●飲み物の保温・保冷以外に使用しないで下さい。

●ご使用前に、本体、口金部分、コップ、中栓を十分に洗って下さい。
1.本体からコップと中栓を外し、消臭剤と予備パッキンAを取り出します。
2.飲料物を入れます。
　※飲料物は中栓の下端より少なめに入れて下さい。
　　入れすぎるとあふれ出る恐れがあり危険です。
3.中栓の開閉蓋を確実に閉じてから、中栓を閉めて下さい。そのあと
コップを閉めて下さい。

　※中栓を閉めた状態で本体を横にして漏れないことを確認して下さい。
4.飲む時は、コップを開けて、中栓の開閉スイッチを押し開閉蓋を開け
てから本体を傾けてコップに注いでから飲んで下さい。冷たい飲み物
はコップに注がず直接飲むこともできます。

　※熱いものを飲む場合は、直接飲むとやけどの恐れがあるため必ず
　コップをご使用して飲んで下さい。

●ボトルの中に消臭剤（茶葉）と予備パッキンAが入っています。ご使用
前に取出し、消臭剤は破棄して下さい。また、予備パッキンAは大切に
保管して下さい。（万一、紛失や破損した時にお使い下さい。）

5.飲み終わったら、本体を起こして中栓の開閉蓋を確実に閉じてから
コップを閉めて下さい。
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パッキンAを外すときは無理に引っ張
らないで下さい。破損する場合があり
ます。つばの部分からはがすように外
して下さい。 

パッキンAを取り付ける時は位置に注意
し奥までキッチリはめて下さい。奥まで
入っていないともれる場合があります。

ここにすきまがない様に取付けて下さい。

２WAYステンレスボトル

品質表示

取扱説明書

このたびは弊社製品をお買い上げいただきありがとうございます。ご使用に
なる前に、必ず取扱説明書をよくお読みになり正しくご使用下さい。

品 名
実 容 量
保 温 効 力

保 冷 効 力

材料の種類

■
■
■

■

■

：ステンレス製ボトル
：0.45リットル
：55度以上（6時間）
※保温効力とは、室温２５度において製品に９８度
の熱湯を満たして縦置きした状態で６時間放置
した場合におけるその湯の温度です。 
：8度以下（6時間）
※保冷効力とは、室温２５度において製品に２度
の水を満たして縦置きした状態で６時間放置
した場合におけるその水の温度です。 
：内びん／ステンレス鋼、
 胴部／ステンレス鋼（アクリル樹脂塗装）、
 コップ／ポリプロピレン、口金／ステンレス鋼、
 中栓／ポリプロピレン、パッキン／シリコーンゴム、
 底キャップ／ポリプロピレン

※直飲みする場合は、やけどの恐れがあるため
　熱いものは入れないで下さい。

絶対にしないで下さい

使用方法

ベルトの使用方法
●ベルトを取り付ける時は、本体の突起部にベルト両端の部品をカチッと
音がなるまで確実にはめ込んで下さい。

●ベルトの長短はバックルで調整して下さい。
●ベルトを持って振り回したり、強く引っ張ったりしないで下さい。部品が破損
する場合があります。取付時もプラスチック部品を持って取り付けて下さい。

各部の名称・取付時の注意点

お手入れ方法

●ご使用後は、におい移りを防ぎ、清潔にご使用いただくために、本体、
口金部分、コップ、中栓を十分に洗って乾燥させて下さい。

●中栓からパッキンを取り外した場合は、パッキンの位置や方向に注意
して正しく取り付けて下さい。

※取り外す時はパッキンを傷つけないように注意して下さい。
※パッキンを取り付けた後は、本体に水を入れ中栓を閉めた状態で本体
を横にして漏れないことを確認して下さい。

使用上の注意

●飲み物の量は、必ず中栓の下面の位置よりも少なめに入れて下さい。
入れすぎると飲み物があふれ出てやけど等の恐れがあり危険です。
●乳幼児の手の届く所に置かないでください。また、いたずらには十分
注意して下さい。やけど等の恐れがあります。
●熱いやかん等を口金等ボトルに触れさせないで下さい。本体が倒れ
て飲み物がこぼれてやけど等の恐れがあります。
●携帯の際（車やバッグ、リュック等で携帯する場合）は、万一の漏れを
防ぐために本体を立てた状態にして下さい。
●本体のつけ置き洗い（水中に放置）や丸洗いはしないで下さい。錆が
発生したり、他の物を汚す恐れがあります。
●氷を入れる時に大きな氷をたたいて無理に押し込むと、傷や漏れの
原因になりますので、氷は必ず無理なく入る大きさのものを入れて下
さい。
●塩素系漂白剤、シンナー、ベンジン、金属タワシ、みがき粉、クレンザー
等は使わないで下さい。傷や錆等の原因となります。
●お茶を入れて長時間保温するとお茶に含まれる成分の影響でお茶の
色や風味が変わることがあります。お早めにお召し上がり下さい。
●内容物を長時間保存しないで下さい。変質や腐敗の恐れがあります。
●コップの内側に残った飲み物のしずくは良く拭いて下さい。
●本体の塗装は徐々に劣化します。劣化によりはがれた場合は、はがれ
た部分を取り除いてからご使用下さい。

その他の注意点

●商業施設やレンタル業など不特定多数の方が使用したり、転売や中
古販売、譲渡によって発生する故障、損傷、劣化、損害、事故等につき
ましては一切責任を負いかねますのでご了承下さい。
●製品の外観および仕様は予告なく変更することがあります。


